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。昭和37年度現地調査員名簿

訪 珂 国 ．竺 ［氏 名｜ 現 一時 ｜ 渡 航 目 的 Jl出発予定日およびJ口j問

マラヤ・シンガポール， ｜武田昌揃｜大政省主仰向続的節111!I I 
エジプト，クエ』ト，ナ｜ I ！「アジア諸国初血税制度Jに I37. 1. 2s～37.10. 2 
イクエリア，リベリァ ｜稲山博隆！ If M 凶側側 11刻する現地調査 ¥ 0(69日間）

｜野村 見｜火総省ぬ岱応潤1.t:m I I 
タィ j官同巾明 1 0 銀行1.占金融制度調｜ 「タイの公営企染」に関する現 I31.11. s～幻．は 7

｜渋沢〕－ 1！苦7経済研究所鉛Jjjra I地調査 ！ 附 間 ）

τ1~ .. -~~;. -,・・; )II 滋｜－…t受 ［羽詰P…土~~~J 37：可5で空
ガーナ，ナイラエリア， ｜ ｜ァ 糊 lvr:Jl!iTr:l'J捌｜「アフリカの産諜椛造」に凶す I31.11. 10～38, 5》？す’ラi三；包ウガ Ii能田弘ニ｜沈長：節常伍砂ドI~奈，.1. ｜る現地訓査 1 (61日問

！契詩 虫I 訓！~~：－学？ ｜山ド岱村の社t会梢造」に関 137.
インド i中担千枝｜ 。 附授 ｜する現地調査 I ・cao日間）

台潤予港 Ir：師： I ；：：；：：：；；釧釘 IJ~塁の附削 lこ

~lit：」 zす？：シ［荻原究之｜系話It器E宛防訓詑析 i よ：説込話玉の産謝位造． 閲｜ 未（35日問）
ガポ－ ν I I I I 

｜ ｜ ｜ 「タイおよびインドシナ諸国に｜
t ＋弘カンポジア，南ベ｜斎藤一去｜五話~：努R町刃

t九ン2，ラt>9~，ラ~，~ I有馬駿ニ Im商鹿釆大匹也附位波｜品霊到I統H司F情」胡する現｜ 未 附 問 ）定
プト ｜ ｜ ｜ ｜ 

クエ］ト，サウヲアラビ｜ ｜ ｜「中近東の石油問題Jに関する｜ 米 定
，シリア， ｜野口紘一郎｜州大判制 ｜現地税金 I (45日間）

エヲプト ｜ ｜ ｜ ｜ 

、，エジプト，シ｜ ＝｜ i「中近東の産業姉造Jに凶ずる｜ 未 定
リアB イラク ｜仮塩雄一｜烈石川助手 ！現地調査 I (4s日間］）

メリヵ，メキシコ， ブ｜ ｜アジア続許研究所；m•em I 「ラテン・アメリカのjff;,業構赴」 I31.12. ・ 1～38. 1. 26 
ラジル，アルゼンチン ｜大原英範｜仰3抑制限凡 iに関する現地調査 ｜ （訂日間）

5三，リ字~~；.~~~： ;: I 仮同点宜，石品玉~imm師凶叶長続出品抜高島副首｜ 米（初日間）定
，ベネズエラ ｜ ｜ ｜する現地調査 ｜ 

t ,=--rt t ,7 弘\~: 三： I油谷和夫 1，団民金制剛 ｜「アジア経済の長期展望J作業 I

ご~；’itt,1 詰二：：·1, r林 芙｜五議長塁腕章限目的｜資源委員会の現地調査 ｜ 

〈注〉 他に米剖・函のもの i人がある。
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未定
(35日間）
未定

(55日間｝



φ文献解題『ラテン・アメリカの経済』

図m資料部では，昭和37年度文献解題活動として，「ラ

テン・アメリカの経済」をとりあげ，神戸大学経常経済

研究所西向那昭氏に嗣さん，執摘を依頼Lた。

わが匿のラテン・アメリカ経済研究は，全般的にはま

だきわめておくれており，ラテン・アメ 9カ諮問自:Q-お

よび欧米諮問における研究の消化が当而の部胞である。

この解姐はラテン・アメリ ：｝J経済研究の主要文献を個々

に解説し，あわせて現在のラテン・アメリカ研究の企般

的問向の展望をあたえること合目的としている。 1950年

以降：こ欧米〈ラテン・アメヲ力を含む〉訪問において発

表された研究文献・資料〈スペイン訴およびポルトガル

語のものをも含む）が50点選択され，解題される。エリ

ス (I-I.S. Ellis），プードン（C.、'/v.Gordon），ハーシ品

マン（A.0. Hirschman），ハンソン（S.G. I-Lmson), 

ベンハム（F.Benham）などのイギリユ，アメリカの日f
究者による文献，パン・アメリ山ン・ユニオン，周述ラ

所 認可

テン・アメリカ経済委員会，国際労働機関，国際開発銀

．行〈世界操行〉などの国際機関の荷主，ウルクィディ（V.

L. Urquidi），フルタード（Celso Furtado), ノルマノ

σ. F. Normano）などのラテン・アメ々リ ;tif,苦閣の研11!
者の報告も解題文献にふくまれている。

執~主には，神戸大学経営経清研究所におけるラテン・

アメリカ研究グループがあたる。

今年度の文献解題計四には，このほかに「アフリカの

経済IJH発J，「中近東の経柿附発」が進められ℃いる白

。海外派遣員婦畠報告ゼミナーJI,

さきに当研究所では海外派遣貝帰国報告ゼミナールを

1mmiしたが，今回t(I2阿iが2年［fl!の留学を終えて帰国

したのを機会に下組により出！？同報告ゼミナールを行な

う。

1. 日時 12月17日（月）， 18日（火）， 19日〈水） 各

l:lとも午後 l:30～4: 30 

2. 場所 グイヤ毛ンド・ホール

即日｜ 出 題 ｜ 報告者

｜ インドネシアの貿劫 ｜ 
問 17日 ｜ー外国酬の変逃についてー ｜アクア叩川氏側問問米 lTI 公 九

（月） ｜インドネシア経怖と外国側 ｜制附大l山伽1凶 ,.,J 沢 忠 義

12~ 1ss Iピルマの経済問lと成長｜問題 ｜ア；：，7蹴研究所尽山間前大 西 昭

一竺）一＿＿Iーケ－竺竺竺竺型一一一一一ーー一一 ！ァー子lii－~~！~＿i＿~·~m，附2部 fl! II 博

12月19日 ドイツ経済殆民と後進悶接助 ！泌j郎E余行泌羽．！；

（水） ｜ ンドの凶主？館活励と11i科:rM，サ ！アジ7経訴町f犯所凶.＇！ rt手H:t 松 谷 n次 郎

。「アジア経済の長期展望計画J作業進母状況

〔調盤委員会〉

1. 餐員の委鵬

下記のとおり11月13日付けをもって肉盤委員会委員を

委掃し， 12月6日出1回委員会を開催することになった。

｛タ｝硲行経渋訓告2凶）片岡 秋，（大政干T火山1・（!JJ訓告認i追〉背R'.立

明司，＜~林省大医官民，，'XH宝rn 尾崎忠二郎，（通商imltt.i泌illi応能

m協：）J孜筑n足〉新岡山一， m通商日沼町剣道課長）古田 実，

〈経済全日庁別交問海舛淘fi::ITd~）赤泊工 学， {l:t水銀訂，lH't肋ア；；7 

調査源必）渡辺長敵，（三ヲ｜：物凶（株）泊笠傘刷溜次長〉鹿島秀松，

〈三~市!H（除）~｛6~アジア課長｝訂川議古，〈総体予測淀川公安μ仏

経済企図庁経許研究l子的官制 活・， （限定震ll会長n災．必；j（~育大

てt-ll.m三沢i:ikf!fs,伯郡i主主只会委れ民， l崎氏金階公w組問 ~Ill谷高~f

夫，｛工采妥貝会安ru通，明治大学~m Ill岡高久男。

2. 事務局の単制

会議資料として， I'アPア経済の長期展望計四につい

て」を作成，計四要綱，告委員会の紙要，委員名簿，作

業計画および作業進捗状況を収？｜賞した。

〔総体予測委員会〕

l. 委員会の開催

(1) 錦9副委民会（11月24日〉

イ．各国通行簡を共通単位に換算するデフレークー

のi問題について， IBRD がおf出し， FAO が~－産物需

給予測に使用した防買力平削指数が資料として提山さ

れ，次回~只会までに検討し，報告を行なうことにな

った。

ロ．部内資料 No.12「アジア諸国の国民佳前計算

諸表」について，次固までに検討の結果を報告（経企

庁平山民担当〉。

ハ．総体子i}{IJ委員会の作業久ケヨューJIIを検Mo主

として部門別予測の方法について。

ニ．人口，貿易，世界経済の予測iこウいて。

人口予測は厚生省人口問国研究所に依頼し， ft劫と

世界経済は各委員会の作業計画がさらに具体化Lてか

ら作換体制を考えることになった。

(2) タイ閣の最近の経済的措についてのヒアリング

(11月2円）

吉田~氏倒産行泌ぬi:l'tft~".I）却をJ{f師として，タイ閏の政

治，外交政策，経潰政策についてのヒアリングを行ない，

とくに予測にあたって注なすべき最近の経街政策上の間
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題点について立見を聴取した。

(3) フィリピンの経済事情についてのヒアリング

(11月13日）

=f・山勉；！.（巡;lliぜUllift紛山i摺）を日i'li師として， フィリピン

の一般経済情勢についてヒアリングを行ない，とくにー

述の自由化政策後の経済的鈎や，統計引耐について意見

を求めた。

2. 事務局の作張状況

(1) 「アヲア諸国の国民経済fil・f.(;rlf去」部内資料No.

12の敬初版完成。

(2) マクロモデル分析の方法，人「l予測の実施方法を

検討中口

(3) 各匿続前閃3ail-l・闘のマクロモテツレ的研究を突施

中。

3. 今後の予定

予測作梁目j・回のタイムスケジューJレに治って1963年 3

月までに各閣の1970年における総合経済バランス表を一

応完成させることをI:!ti＇｛に，方法論的検討，データの盤

仰を急ぐ。

〔~業委員会〕
i. ~n会の1mmt
(1) 館 7 ＠~・員会（ll,/i22 日）

11月13日間他の小奈良会にて作成した今後の委只会の

進め方についての原案を討議の結果，国別と商品J]Jlとの

結び付・きを考崩して， An Cの3作；制圧を創成し，各委

員をク・；レープ別に分け担当せしめることに決定した。

(2) ヒアリング（11月7日〉

en1凶ヒアリングとしてギング－f（易
2. 事務局の作諜状況

(1) 主要~成物生産量iuit'l単位収益統計虫（［丘補；板〉
完成。

(2）各国別出苗産物バランス表〈生底・輸出入・圏内

供給可能fil:）印刷中。

3. 今後の予定

主要硝，＇，i'i別のお給予測の作業にはいるまえに，国別の

IJ日発計画，ならびにその背景をなす各悶の特殊な品業経

前事怖を検討しておく必裂があるので，各国別にそれぞ

れの専門家によるヒアリングを計画すると同時に，委員

会においても検討を進める予定。

〔資源要以会〕

l. 委員会の凶｛慌

(l} 節3問護員会（11月6日〉

イ．三井物産（株）の委員交代に伴い，新~J.l （別立食

両部'Jilli.深長〉大庭定男氏挨拶。

ロ． 「1Q50年代における資源開発史組の集計方法却

について」を決定，各委員がそれぞれの分担にしたが

い丹下実ti'tfil計中。
ハ．古＝又委員（八相良鉄（保）〕より r鉄鉱石の主要国別

生産，輸出，佃i格集計」，「わが闘の輸入鉄鉱右官時台前i
の長期見通しJ，「わが悶の愉入拡・鉱石長期干'/if給見辿「し

について説明。

（め じアリング（11月6日）
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矢沼迫夫氏〈アラピア石油（依〉企返却在留めをil,'IJ師として，

「アラピア石油（株）の海上拙問開発について」と題する

ヒアリングを行なった。

i. 事務局の作来；状況

(1）制鉱，スズ~~. 1lli鉛拡，鉛拡等の19印年代同別生

産，輸出実1.i'tおよび当故国際原料品il:i況を集計中。

(2) 国連・経済社会理?jf.会資料「ヨlaf註庄－品〈銅，スズ，
亜鉛．鈎，アルミニウム，屯力，石illr，天然ガス）の長

期需要予測とその定義およびh司法論．｜ （邦訳〉をアジア

経済研究所の研究参考資料として刊行することにした。

3. その他

計(J谷委民長および林委員の京市アジア諸国における現

地調宜内定。現地における資料収!,I~，現地行政当局等と
の懇談をおもな罰的として＇ ilh谷委H長は来年1月，林

委員は本年12月から 2カ月間の予定で，それぞれ京市ア

ジア諸国において現地調査を行なうことになった。

C工業委員会〕

1. 11民会の間服

(1) 小委只会（節3-3)(11月81:1)
（日＊$；！；例記1!盟l;}'.j淀川iii羽;ill心竹田実，戸III弘之jl¥iJ..巳をJ討を，

iJ.；述の鉄鋼時給展望作栄の内容ブlj?;むにつきヒアリングを

行なった。また鉄主1.ourtiア部会作成の資料を役討すると

ともに，他の国際臨｜対で行なった予測の方法を研究した。

(2) 第4 回議民会（11月 1n~ ）
山岡妥員長よりアクア10カ闘の1-l!J発計画の工栄プロジ

ェクトを中心とした検討の中間報告があり，アジア；地域

全体を通じてIJa発青｜・闘をいかに取り扱うかの問題点を総

合的に検討した。その紡果，総体予測香貝会~艮ととも
に問委員会にて検討するものと当委員会にて検討するも

のとを一応分けて考えることにした。

2. !jt務局の作業状況

(1) 工業生産指数の収集。インド，斡国，インドネシ

ア，パキ久タン，フィリピン。

(2）東南アジア各凶の肥料，紬維のお：給バランス去

(1950～60年〉の作成。

(3）各国のEE栄構成を把握するために，現在までに収

集した工業センサスデータにもとずき，（1）粗生産額，（2}

付加価値’銅，（3）雇用労働者数，（4）使用総資本絹を越市と

した栄極別産業構成比を計算。

3. 今後の予定

(1) 京間アジア各国の鉄鋼の似合バランス去（195ト

｛均年）の作成。

(2) 各到の経済U日発計画ιおける生産目標の整理事f山

同委員長を中心とする作弟班が担当，実路中。

。出版案内（11月16日～12月15日発行のもの〉

石川滋樹『中国経済発展の統計的研究（fil)J（問主研究

報告双沿掠34集〉，小品約制 nu南アジア経済の将来f位
五！；」〈ア三宅ア経前研究シリ｝ズt(t37ti~），宮崎万右衛円相
『南ヴェトナムの経済開発』（同シリーズ38），渡辺長雄

制『東南チ第 1次商品の恒J各安定施筑』（｜司シリーメ39),

lrE CAF Eのアジア諮問統合十回季報』（研究奉考資料館

41!-'D，国連報告旬1；~商品窃裂の長期予mtJ ：その定説
と予測方法論に関する諸問題」〈同資料42）。


